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２
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開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３
０
分
　
　
休
館
日
　
月
曜
休
館
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）・
年
末
年
始
（
１
２
月
２
８
日
〜
１
月
３
日
）﹈



企画展会場
所在地　本庄市銀座 1-5-16　旧本庄商業銀行煉瓦倉庫１階展示スペース　
開館時間　午前 9 時～午後 7 時　　入館料　無料　　休館日　年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

主催・問合せ
本庄早稲田の杜ミュージアム　
開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分  
休館日　月曜休館（休日の場合は翌日）・年末年始（12 月 28 日～ 1 月 3 日）
TEL　0495-71-6878　 　FAX   0495-71-6879　   E-mail　hwmm@city.honjo.lg.jp

加
賀
前
田
家
に
出
さ
れ
た
卵
料
理・焼
鮎

「
休
泊
控
帳
」

明
和
二（
一
七
六
五
）年

個
人
蔵
／
本
庄
市
寄
託

松
平
加
賀
守（
加
賀
藩
前
田
重し
げ

教み
ち

）

が
宿
泊
し
た
際
の
夕
食
・
朝
食
に
つ

い
て
の
記
録
。
夕
食
の「
玉
子
ふ
わ

ふ
わ
」は
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
卵

料
理
の
ひ
と
つ
で
、
と
き
玉
子
に

調
味
し
た
だ
し
を
加
え
、
厚
手
の

鍋
で
加
熱
し
、
ふ
ん
わ
り
と
凝
固

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

朝
食
に「
焼
あ
ゆ
」が
出
て
お
り
、
鮎

は
献
上
品
に
も
た
び
た
び
さ
れ
て

お
り
、
名
産
と
い
え
ま
す
。

本庄宿田村本陣の「休泊控帳」は、寛永 19（1642）年～文久 3（1863）
年まで 221 年間にわたる休泊記録です。そこには宿泊した数多くの大名た
ちを迎えた本陣の準備や対応などの様子が書き記され、江戸時代の姿を身近
に感じることができます。企画展では田村本陣が残した「休泊控帳」の記事
から本陣の業務や大名へのおもてなしを、具体的なエピソードを交えながら
ご紹介します。

献
上
品
の
目
録
の
書
き
方

「
休
泊
控
帳
」

文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
三
月
二
四
日
　
　

個
人
蔵
／
本
庄
市
寄
託

松
平
加
賀
守
（
加
賀
藩
前
田
斉な
り

泰や
す

）

に
卵
と
餅
菓
子
を
献
上
し
た
際
の

献
上
品
目
録
の
写
し
。
目
録
は
事
前

に
準
備
し
て
お
い
て
、
献
上
品
を

渡
す
際
に
差
し
出
す
こ
と
が
欄
外

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
他
の
大
名

に
対
し
て
も
同
様
な
目
録
を
作
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

藩
主
よ
り
「
座
敷
も
き
れ
い
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
賜
る

「
休
泊
控
帳
」
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）
年
五
月
一
六
日

個
人
蔵
／
本
庄
市
寄
託

阿
波
少
将
（
阿
波
国
徳
島

藩
蜂
須
賀
斉な
り

昌ま
さ

）
が
田
村

本
陣
に
小
休
し
た
際
の
記

録
。
下
賜
金
二
〇
〇
疋
が

下
さ
れ
ま
し
た
が
、「
座
敷

向
奇
麗
之
由
（
本
陣
の
座

敷
が
き
れ
い
で
あ
る
）」
と

の
こ
と
で
別
に
金
一
〇
〇

疋
が
下
さ
れ
ま
し
た
。


